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内容

• 地球温暖化 over 1.5℃ 2030〜2035 国連2025.11
• 日本のカーボン排出量（建設業界の位置づけ）
• 国土交通省 道路脱炭素アクションプラン
• ノルウエー：役所インセンティブ

UK：PAS2080 Whole-life carbon optimization
（ライフサイクル最適化）

• 事例 軟弱地盤支持力対策 ジオセルvsセメントvs砕石置換え
• まとめ IGS日本 sustainabilityへの貢献



出展：Emissions Gap Report 2025.11.4 : Off Target    国連環境計画（UNEP）



出典：UNEP Emission Gap Report 2025
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日本 建設業界カーボン排出量

日本総排出：11.35億t-CO₂e （10.4億t-CO2)

建設関係1.40〜1.45億t-CO₂e (1.38億t-CO2)
鉄：6700万t-CO2 セメント：4000万t-CO2
合計1.07億t-CO2

「建設由来13％のうち8割が鉄＋セメント」

CO2排出量 2022



国土交通省 道路脱炭素アクションプラン

具体的施策
建設機械の低炭素化
セメント・鉄の低カーボン化
新技術の活用

Based on ライフサイクル全体でのCO₂
温室効果ガス排出量 kg-CO₂eq算出。
排出原単位は、材料・運搬項目、 LCAデータベースIDEA Ver.3.3  

施工項目は、建設時の GHG 排出量算定マニュアル案2024.6．
排出後100年間の累積温暖化影響を評価する国際標準指標（GWP100）

品質確保の推進に関する法律改正（2024.6）
脱炭素化 → 総合的に価値の最も高い資材や工法等を適切に採用



ノルウェー役所からのインセンティヴ
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従来2軸 PAS2080（3軸）

● 最適案
|

性能↑    |
+------------→ コスト

カーボン ↓（少ないほど良い）
● 新しい最適案
/

/
性能 ↑ /

/
+------------→ コスト

PAS 2080:2016 - Carbon Management in InfrastructureBSI
（British Standard Institutioin)

インフラ・バリューチェーン全体
（施主・コンサル・施工会社・材料メーカー）

2023改訂版 - 全体で削減する責任を持つ



・ジオセル40cm

EC445 20cm×2段
RC0-40  中詰め Dc≧90

舗装50cm

P=100KN (T25) 後輪荷重

h ジオセル 40cm

原地盤：CBR≒0.8%

↓ P0=855kN/m2

↓ Pt=209kN/m2

接地面半径：r

・ セメント改良110cm

設計基準強度 103kN/m2

固化材添加量 105kg/m3

（75kg/m3×割増率1.4）

P=100KN (T25) 後輪荷重

舗装50cm

h セメント改良
110cm

原地盤:
CBR≒0.8%

↓ P0=855kN/m2

↓ Pt=209kN/m2

接地面半径：r

P=100KN (T25) 後輪荷重

舗装50cm

h 砕石置換え
110cm

原地盤:
CBR≒0.8%

↓ P0=855kN/m2

↓ Pt=209kN/m2

接地面半径：r

・ 砕石置換え110cm

50,273.00 kg-CO₂eqーーー7.5倍ーーー 376,435.13 kg-CO₂eq 107,927.46 kg-CO₂eq

軟弱地盤支持力対策

GHG排出量
エリア：3000m2



まとめ

温暖化は1.5℃閾値を超え（2030〜2035）進行している

日本インフラ建設も、さらなる急激なカーボン削減要

→ ジオシンセティックス（GS）の出番
GS = Carbon Efficient Design

Less Material / Less Transport / Less Energy

Material based design 
→ carbon integrated design 


